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「♪にしきた～ララララ～♪」。こ

の原稿を書いているパソコンの後ろ

では、小 1 になった次男が、カレー

パーティーで覚えた歌をずーっと口

ずさんでいます。ちょっと音程がず

れていますが、本人は上機嫌です。

私たち家族はこの春、一家5人（私、

妻、中 1 長男、小 3 長女、小 1 次男）

で「にしきた」に帰ってきました。東

京の吉祥寺（井の頭公園やジブリ美

術館の近くです）での暮らしを経て

3 年半ぶりです。

先日事務所に妻がお邪魔した際に、

この場に原稿を書く機会をいただき

ました。勝手ながら一家の「にしき

た」との関わりを振り返ってみたい

と思います。

今、私たちは久しぶりに園長先生・

順子先生や幼稚園の先生方、公同に

携わるみなさんのお元気な姿に接し、

懐かしい津門川や商店街を歩いて、

すうーっと再び街に溶け込んでいく

ような、つい昨日まで暮らしていた

かのような不思議な感覚を味わって

います。

思えば前回の転勤（2 0 0 2 年 3 月～

2005 年 8 月）は、初めての関西生活。

2 0 0 2 年 2 月初旬のすごく寒い曇り空

の週末に、土地勘の全くない私たち

が住宅探しで目指したのが西宮北口

でした。

当時あった「西宮サティ」にめばえ

教室という幼児教室があったからで

す。長男が当時、年長で引っ越してく
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るにあたって「住んでいた東京・葛西

と変わらないものを一つは残してあ

げよう」と、妻が関西の教室を探して

見つけたのが西宮サティ。それだけ

が唯一の心のよりどころでした。子

供を義母に預け、東京から始発の新

幹線でやってきた私と妻は 1 日で物

件探しを終え、東京に帰らなければ

なりません。

「お客さん、お子さんの幼稚園がも

のすごく近い、良い物件があります

よ」。飛び込んだ駅前の不動産業者に

紹介されたのが西宮公同教会総合ビ

ルの賃貸住宅でした。まさに住宅と

幼稚園が一体化しており、申し分あ

りません。すぐに入居と入園をお願

いすることに決めました。

事務所にお邪魔すると、みなさん

がくつろいでいらっしゃる様子。東

京からの転勤の旨を伝え「子供は甘

えん坊なのでよろしくお願いします」

と切り出した私に、「甘えん坊はあか

んな」と園長先生。すかさず「悪いよ

うにはしないから」と順子先生。最後

に「読んどいて」と渡された幼稚園の

書類。こんな簡単でいいんだろう

か？本当にうちの子を預かってもら

えるんだろうか？私と妻はぐっと言

葉を飲み込んだまま東京に帰りまし

た。ずっと後で分かったのですが、毎

年恒例の「もちつき」が終わった直後

にお邪魔したのが私たちだったので

す。

その後の 3 年半は本当にお世話に

なりっぱなしでした。当初、関西弁に

慣れない長男がなかなか仲間に入っ

ていけないない様子を廊下から見て

泣いていた妻の姿も今となっては笑

い話です。

園長先生は芦屋の産院で産まれた

次男の“命の恩人”です。私が園庭で

子供 3 人を遊ばせていた間、次男がフ

ラフラっと道路に出て行ったのに気

づかす、連れ戻してもらったことが

ありました。長男が小 1 になった登校

初日、「順子先生が『万歳万歳！』と

いって送り出してくれたんだよ」と

妻から聞いたことは、今でも折に触

れ思い出します。子どもたちのこと

は私たち夫婦よりも、園長先生や順

子先生のほうがよく分かってくだ

さっていたんだと改めて思います。

「やっぱり教会学校はいいなぁ～」。

先日、中 1 の長男がポロッと妻の前で

口にしたそうです。部活が無い日曜

日は是非行ってほしいと思っていま

したが、大きくなったこともあって

無理強いはしないようにしようと妻

と話していた矢先でした。具体的に

どこがどうよかったのかは聞きませ

んでしたが、それは本人のほかに園

長先生や順子先生がよく分かってい

らっしゃると思います。それでいい

んだと思います。

次女は公同幼稚園の途中で引っ越

したので、前回やり残した分を懸命

に取り戻しているようです、芦屋の

産院で産まれた次男は「ここおぼえ
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てるよ」といいながら、前回の「にし

きた」の記憶はほとんどないようで

す。今は戸惑いながらお兄ちゃんや

お姉ちゃんと教会学校に通っていま

す。冒頭でご紹介しましたように「に

しきた」が気に入ったようです。

「街に抱かれる」という感覚があり

ます。地域の懐が深いというような

意味でしょうか。郷里の岐阜、東京

（西荻窪）、栃木（宇都宮）、東京（葛

西）、西宮、東京（吉祥寺）、西宮と引

越しや転勤を繰り返してきて、公同

教会、公同幼稚園のあるにしきたの

街で「これがそういう感覚なのかな」

と感じました。

転勤で大変な思いをするのは、い

つも妻と子どもたちです。本当に申

し訳ないと思っています。子どもが

成長するにつれ全員で動くことは難

しくなりますが、ついてきてくれた

からには、いい体験をいっぱいさせ

てやろうと思っています。

                  （後藤　将之）
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　最後に、少々話が飛躍するが、模倣が言語や文化の働きと
一体化して高次化する例として、1つの問題にふれておく。アリストテ
レス以来、「芸術が自然をなぞる」のか、「自然が芸術をなぞ
る」のかが論の的になってきたが、人は自分の危機に面したとき、聖
書やあるいは共鳴する小説のテーマ、その登場人物に自己や周
囲の他者を模し、その存在を意味づけていくことが珍しくない。

（「人生が芸術（小説）を模倣する」岡本夏木）

　「わたしがどこに行くのか、その道

はあなたがたにわかっているのか」

と問われたトマスは、そうして投げ

かけられた言葉に「主よ、どこにおい

でになるのか、わたしたちにはわか

りません。どうしてその道がわかる

でしょうか」と答えるよりありませ

んでした。問われていることが、全く

理解できなかったということではな

く、たぶんそうして示される“道”を、

その足で確かなものとして歩くもの

と考えていたとすれば理解しにく

かったのだと思います。もちろん、そ

のあたりの村や町の道路ではなかっ

たのですが。

　しかし、神の道が一人の体験とし

て歩けるということになると、その

道はかなり稀少なものになってしま

います。神の道は、簡単に歩けてしま

う道であってはならないのです。ヨ

ハネ福音書は、イエスの言葉で神の

道を示します。「わたしは道であり、

真理であり、命である。だれでもわた

しによらないでは、父のみもとにい

くことはできない」（1 4 章 6 節）。こ

れが神の道であり手掛かりです。手

掛かりなのですが、一人一人の体験

となって、更に誰かに伝えるとなる

と、それは難しかったりします。とい

うか、そうして了解されてしまうこ

とを拒みます。“近道”はないのです。

近道はないし、近道ではないけれど、

ヨハネ福音書のイエスは、確信を

持って“わたしは道であり、真理であ

り、命である”というイエス自身の言

葉で、その道を示します。その場合、

“わたしは道であり、真理であり、命

である”のですから、その道を歩くこ

と、真理であるのですからその真理

に立つこと、命であるのですからそ

の命を生きることが求められます。

　ヨハネ福音書の信仰・神による救

いは、たとえば心で願い、心で祈るこ

とによってそれが実現するというよ

うなものとして理解されていません。

わたし（イエス）をめぐる格闘を抜き
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にして、どこかに近道があったりも

しません。近道でないどころか、その

場合のわたしは、道であり、真理であ

り、命であり、更に「わたしによらな

いでは、父のみもとに行くことはで

きない」わたし（イエス）という条件

付きの道です。しかし、道であり、真

理であり、命であるものとしてそこ

にあるわたし（イエス）を、トマスは

理解できませんでした。だからと

言って、ヨハネ福音書のわたし（トマ

ス）は、解りやすくそのことの意味や

内容を語るということもありません。

　たとえば、ヨハネ福音書 9 章には、

生まれつき盲人であった人が、イエ

スの働きで見えるようになったこと、

そのことをめぐるやりとりが書かれ

ています。起こったことは「『わたし

は、この世にいる間は、世の光であ

る』イエスはそう言って、地につばき

をし、そのつばきで、どろをつくり、

そのどろを盲人の目に塗って言われ

た『シロアムの池に行って洗いなさ

い』。そこで彼は池に行って洗った。

そして見えるようになって帰って

いった」などのことです（5、6 節）。

生まれつき盲人であったものが、イ

エスの働きで見えるようになったこ

とは、しかし、その場に居合わせた人

や伝え聞いたりした人たちの間で

“事件”になって、あれやこれやの騒

ぎになります。「パリサイ人たちもま

た『どうして見えるようになったの

か』彼に尋ねた。かれは答えた『あの

かたがわたしの目にどろを塗り、わ

たしがそれを洗い、そして見えるよ

うになりました』。そこであるパリサ

イ人たちが言った。『その人は神から

きた人ではない。安息日を守ってい

ないのだから』しかし、ほかの人々は

言った、『罪のある人が、どうしてそ

のようなしるしを行うことができよ

うか』」（1 4 ～ 1 6 節）などとあって、

あれこれ問いただされた時、“目が見

えるようになった人”は、「もしあの

かたが神から来た人でなかったら、

何一つできなかったはずです」と、あ

の人（イエス）についての証言を口に

します。もちろん、そのことでパリサ

イ人たちだけでなく、盲人だった人

の家族、近親の人たちにとっても、ど

ろを塗って洗ったら、その人の目が

みえるようになったということは、

そのままでは了解しにくいことでし

た。そうとは言え、否定しようのない

“事実”をまのあたりにした時、その

ことを問いただすパリサイ人たちは、

更に心を閉ざすことになります。他

方、どうであれそこで起こった“事

実・奇跡に驚く人たちは、盲人の上に

起こったそのできごとを彼と一緒に

喜びます。だからと言って、ヨハネ福

音書は、こうして起こった事実・奇跡

をそのまま了解すれば事足りるとし

ている訳ではありません。

　人が生きて元気が出たりするのは、

次々と起こって実現する事実だけで

はなく、たとえ実現しそうにないこ
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とであっても、そのことを願うこと、

それが今を生きる力になることを、

わたし（イエス）は示そうとしている

ように思えます。

　　    　   　  　　（菅澤　邦明）
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　新緑が美しい 5 月！幼稚園の園庭

の木々の葉も輝いています。つい最

近まで小さな小さな葉だったイチョ

ウ、幼稚園一大きなケヤキ、生い茂っ

ています。緑がいっぱいなのは園庭

だけではありません。みんなが大好

きな畑も緑がいっぱいな季節☆去年

の秋にみんなで植えたいちごの苗が

ぐんぐん成長しました！そして、今

年もたくさんのいちごが実ったので

す。1 月、2 月の寒い時期に花が咲き

はじめたりして心配したことも…。

苗がしっかり育たないうちに花が咲

いてしまうと、おいしいいちごにな

らない、と花を摘み取ったこともあ

りました。苗がしっかり育っていく

のを見守り～そして、G.W. 明けから

毎日のように味わったいちご。小さ

いのも大きいのも立派ないちご。「あ

かちゃんいちご～♪」「こんなにおお

きいのがあった！！」いちごを見つ

けると嬉しそうに教えてくれる子ど

もたちでした。葉っぱの影に隠れて

いるいちご、畝と畝の間にちょこん

としゃがみこんでいちごを探す子ど

もたちの姿はとても愛おしいのです。

摘んだいちごを、畑で味わったこと

もありました。パクッとすぐに口の

中に入れてしまうのではなく、まず

はくんくん～♪「あぁ～いいにお～

い♪」幸せ～☆なみんなの表情です。

自分たちで摘んだいちごをその場で

味わえるなんて…なんて贅沢なんで

しょう！畑はいちごだけではなく、

ヒマワリもぐんぐん大きくなってい

て、もう子どもたちの背丈よりも高

くなっています。年長組の子どもた

ちはラディッシュとサニーレタスを

収穫してサラダをいただきました。

家ではちょっぴり野菜が苦手な子、

いちごが苦手な子もいるようですが、

幼稚園のはおいしい！！！と食べる

子もいます。まるで畑の野菜は魔法

がかけられているみたい☆自分たち

で種や苗を植え、成長を見守ること、

そんな時間が子どもたちにとってと

ても大切だということを畑を通して

教えてもらっています。さて、畑の野

菜、いちごをいただく時もですが、毎

日のお弁当も仲間と一緒に食べるこ

とに喜びを感じています。G.W. が明

けて、ぽっぽ組は初のお弁当日を迎

えました。きっと、今までこんなにた

くさんのお友達と一緒にごはんを食

べたことはなかったんじゃないか

な？初のお弁当を食べながら「みん

なでたべるとおいしいね」と呟いた

子がいたそうです。みんなと一緒に

食べることが楽しくて、嬉しくて～

　たまに「喋ってばかりいないで…」

なんてこともありますが（笑）みんな

と過ごすお弁当の時間も大切にして

いきたいなぁと改めて感じさせられ

ました。5月 19日（火）から 1週間、
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休園となり寂しくなった幼稚園でし

た。各ご家庭と連絡を取り、みんなが

元気であることがわかった時には

ホッとしたことを覚えています。久

しぶりに子どもたちと再会した時は

嬉しくて嬉しくてたまらなかったの

です。子どもたちと会えない 1週間が

こんなにも寂しいなんて…私たちに

とって子どもたちの存在がこんなに

も大切で大きいものであることを強

く感じさせられた 1 週間となりまし

た。

さて～！この時期、満開の花！す

ぐ挙げられますか？たくさんの緑に

出会いましたが、満開の花にも出会

いました。さんぽ・らった組は大井戸

公園へ出かけて、見事に咲き誇るバ

ラにうっとり～♪赤や黄、薄紫だっ

たり～種類によって香りも違います。

年長組は須磨離宮公園でバラ、スイ

レンに出会いました。花を見て美し

いと感じたり、いい香りだと感じた

り、木陰に入ると涼しくて気持ちい

いと感じたり、子どもたちと一緒に

体いっぱい色んなことを感じたり、

改めて気付かされたり、そんな時間

が与えられていることに心より感謝

します。

あっという間に、4 月、5 月が終わ

り、6 月に入りました。「プールはい

る？」「プールいつからはいるのかな

～♪」と夏！を感じさせられる声も

聞こえてきています。夏！の前に蒸

し暑い…梅雨がやってきますが、体

調を崩さぬよう、元気いっぱい過ご

すことができますように…☆

　　   　   　   　 （延原　光）

グアテマラ便り•@

　グアテマラの隣、メキシコで始

まった新型インフルエンザ。まさか

日本でも地元が巻き込まれるなんて

驚きでした。みなさまは、お変わり

ありませんか？

　メキシコで発症以来、インター

ネットで日本の騒動ぶりをみてい

て、なんとこの国の呑気なことか、

と逆に心配になるくらいでした。

（今も 3 人の確認という発表のまま、

もうみんなの記憶から遠い話になっ

ています）

　ちょうど G W 前で、私がご案内す

る予定だった旅行者の方も、キャン

セルになり、準備を始めていた秋か

らのツアーも、一旦、棚上げ状態に

なってしまいました。お仕事も減っ

てしまったので、ここはしばらくお
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休みをいただくことにし、バタバタ

としていて関われずにいた子どもた

ちとの場を探すことに・・・・

　学校に行きにくい状況の子どもた

ちの施設、保育園的な場所をと思っ

ていたのですが、こちらの元教師の

方が紹介してくださった、公立の幼

稚園へ週に一度、伺えることになり

ました。今はまだ、見学に行っただ

けなのですが、4 歳クラスが 2 クラ

ス、各 4 0 人ほどが「学んでいる」

感じです。幼稚園のカリキュラムが

あるのは、日本も同じかと思うので

すが、より教育機関なんだなぁ。。。

と思いつつ見ていました。

国指定の教科書が、今までは配布さ

れていたそうですが、昨年替わった

大統領はその費用を出してくれない

の、とノートにそれを写して使って

います。

　保育時間は、8 時半から 1 1 時半の

3 時間。グアテマラでは必ずある、

1 0 時の「おやつの時間」（大人も同

じです）・・・それぞれが、お菓子

やパンを持ってきています。学校で

も鶏のサラダをはさんだパンが用意

され、朝食を食べてこない子どもた

ちに対応しています。私も頂きまし

たが、お昼がいらなくなるボリュー

ム。。。でも、昼食は 1 時過ぎが普通

なので、子どもたちも、きちんと食

べているのでしょうね。このパン

も、今までよりも経費削減されてい

るので、ハチミツしかはさめないと

きがあるのよ、ということでした。

 おやつが終わると自由遊びです。4

～ 6 歳の 3 7 0 人ほどが遊ぶ…には狭

い園庭なのですが、みんな元気、楽

しそうです。

　年度は 1 月から 1 0 月半ばまでで、

約 3ヶ月はお休み。1 0 月半ばの年度

末まで、何とか関わっていきたいと

思います。

　　　　　 　　　（横山　佳代子）

みかん便り•@

　最近、だいぶ暑くなってきました

ね。この炎天下の中、今村組は朝から

夜まで 1 0 0 メートルパレードの練習

をしています。もう顔、腕、足は真っ

黒です。まだ 6 月やのに（笑）

　今年の札幌遠征は、いろんな事件

があり、もう札幌最終練習が終わっ

てしまったのに、まだまだやり足り

てない部分があります。過去史上最

高の演舞ですが、今、最高の緊急事態

が起こってます。このみかん便りが

掲載されているときにはもう遠征は

終わって夢うつつになっていると思

うのですが、まだまだ今は先が見え
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ません。。

　いま、自分に足りてない部分が

いっぱいでみんなの足を引っ張るこ

ともあるし、成長し切れてない部分

が多すぎます。一週間後の自分が何

かをつかんでるかどうかを、出発ま

での残り 3 日間。精一杯思いっきり進

んで行こうと思います。

　大学生活ですが、最近やらないと

いけないことが多すぎて、勉強に身

が入っていません。授業中はずっと

衣装を縫ったり、レポートの下書き

を書いたり、みかん便りの構想を

練ったり、踊りの練習＆イメトレを

したり…ホンマに毎日がしんどいで

す。。

　一番のピンチは 6 月に入ったばっ

かりなのにお金がまったくなくて、

米しか食べてないところですね（泣）

今月は、ガス代滞納しないと生きて

いけません（苦笑）来月から少しずつ

節約生活をしていって何とか埋め合

わせをするつもりです。本気で誰か

助けてほしいんです。あ～、やべぇ。

　8 月に開かれる公同教会の能勢

ワークキャンプ。大学受験の年 1 度以

外は小 1 のころから毎回参加してい

ました。今年でそのキャンプ場がな

くなるとか、まだ 2・3 年続くとか色

んな話を聞きますが、今年はテスト

の都合で参加できません。ホンマに

残念です。毎年キャンプには色んな

子が来ています。小さい子から高校

生まで全然違う性格で、全然違う家

庭環境で育っています。初めての参

加の子もたくさんいるんですが、そ

んな子達が 3 日間一緒に生活するこ

とで、どんどん顔つきが変わってい

きます。最初嫌々来ていた子も笑顔

で帰って行ったり、楽しみに来てい

る子は本当に満足した顔で帰ってい

きます。

　毎回毎回新しい子たちとの出会い

があって、次に会った時は名前は覚

えていなくても顔は覚えていて話し

かけてくれたり。そんな経験ができ

るこのキャンプは 1 年の楽しみの中

で大半を占めています。なのでやっ

ぱり残念です。

　覚えていないかもしれないけど、

「来年またキャンプ場で遊ぼな！」っ

て約束したちびっ子達、ホンマにご

めんなさい。来年、会えるかわからな

いけど、覚えてくれてたらまた喋ろ

うね。

　ではこの辺で♪

　　   　   　   　  （河村　高志）
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すずや便り　
　こんにちは。突然ですが、一番好き

な月はいつですか？私は５月です。

爽やかだし誕生月でもあり、という

月並みな理由だったのですが今年か

らは「薔薇の季節だから」が一番の理

由となりそうです。この辺りの

キャッチフレーズは「バラのまち中

央区」。駅前公園にはバラの花壇が続

き、咲き始めからずっと楽しませて

もらっています。我が家のバラ達も

順調につぼみを膨らませ、木立の黄

色＆オレンジに続きベランダのフェ

ンスに這わせたつるバラ（白＆ピン

ク）も準備は万端！のはずが、あれ？

日毎に伸びていく新芽とその先につ

いた蕾はみんな太陽のほうを向いて

…南向きなのでフェンスの外側ばか

りです。これは思わぬ誤算です。咲き

誇るバラたちを眺めつつ、コーヒー

を飲むという私の夢はかないそうに

ありません。道行く人に楽しんでも

らえるなら、と思いたいところです

が我が家は４階です。しかも前は一

戸建ての家なので屋根しか見えない

のです。道路から見上げてみたので

すが、どう考えてもあんなところを

見上げる人はいない、という高さで

した。来年へのいい課題ですね。さて

今年は～今さらフェンスからは外せ

ないので、マメに切花にすることに

しました。おかげで家中いい香り。花

びらが落ちそうになったら、花占い

（すき、きらい～）をして、そのまま

「バラ風呂」。セレブみたい！と騒ぎ

ながら「薔薇のある生活」を堪能し

ました。

せっかくの旬の季節、バラ園にも

行っておかなくちゃと、ネットで調

べ物をすると必ず登場する千葉の京

成バラ園を目指すことにします。電

車で片道２時間、新婚当時に住んで

いた駅を通過して懐かしい気分に

なったりしながら到着です。うす曇

りですが予報が雨だったせいか人出

は少なく、五感を総動員して満喫し

てきました。バラのソフトクリーム

はピンク色で香りはもちろん味もバ

ラで、なんてバラを食べたことはな

いのですがおいしい！ この日は満開

の一歩手前くらい？ で、開きつつあ

る花びらの美しさにうっとりでし

た。他にも葉色のつややかさ、枝振

り、アーチへの誘引等々見ごたえ

たっぷり。帰りには紫のバラ苗をお

土産に。ガラスの仮面か？と心の中

で突っ込みながら大満足の一日でし

た。今回は初心者のバラ談義でお恥

ずかしいのですが、バラ園まで行か

ずともぜひご近所のバラを探してみ

てください。きれいに咲かせている

お宅は結構多いですよ。

　　   　   　  　（富家　香麻里）
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　　　教会学校から　　　

《5 月の活動報告》
◇ 5 月 3 日（日）
　いちご摘み
　　幼稚園の畑で真っ赤に実ったいちごを摘んで楽しみ、　

　　一人当たり3つぶほど味わっても楽しむことができま

　　した。

◇ 5 月 10 日（日）
　お母さんと一緒に礼拝をする
　　お母さんへのプレゼントにちょうちょの切り絵のしお

　　りを準備しました。教会学校の礼拝にお母さんと一緒

　　に参加し、　礼拝後の活動の時間にはみんなでリンゴジ

　　ャムのホットケーキを作って食べました。

◇ 5 月 17 日（日）
　高松公園でドッチビー大会

◇ 5 月 24 日（日）
　ちょうちょ作り

◇ 5 月 31 日（日）
　映画鑑賞会

《6 月の活動予定》
◇ 6 月 7 日（日）
　クリーン大作戦

◇ 6 月 14 日（日）
　花の日合同礼拝
　毎年6月第2日曜日は、教会、教会学校、幼稚園合同の
　花の日礼拝が行われます。礼拝に参加した皆でお花を楽

　しむために、花献金をお願いしています。

◇ 6 月 21 日（日）
　お父さんと一緒に遊んでもらう！

◇ 6 月 28 日（日）
　作って遊ぶ
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　      ２００９年６月　あんなこと　こんなこと…
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大切な贈り物・津門川８１
“川そうじ日記①”　
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まいのなんでも案内まいのなんでも案内まいのなんでも案内まいのなんでも案内まいのなんでも案内

　おはようございます。5 月病なら

ぬ、6 月病の発症に戦々恐々としてお

りますまいです。6 月って、世間一般

の暦では、休日がないんですねー。。。

2 2 年生きてきて何を今更、とお思い

になるかもしれませんが、小学校と

大学は 6 月に創立記念日（というか私

の大学生活において、暦は全く適用

されていなかった）、中高でも体育祭

の代休云々があり、特に休日のなさ

を不便に感じた事はなかったのです。

しかしいわゆる社会人となってし

まった今年、水無月というのは名ば

かり、実際は休無月であったかと、

日々カレンダーを恨めしげに眺める

ばかりです。うう。ちなみに我が家に

は 6 畳一間にカレンダーが 2 つ掛けて

あります。と、いうのも、引越し当初

は春にイギリスで買ってきたウォレ

ス美術館カレンダー（1 月始まりだっ

たので破格のお値段だった）のみを

使用していたのですが、4 月、友人と

電話でゴールデンウィークの話に

なったときに、うきうきして 5 月のカ

レンダーを見て心臓が止まりかけた

ため、慌てて押入れに眠っていたも

う 1つを採用したのです。・・・そりゃ

イギリスにゴールデンウィークはあ

りませんよね。うん。日本の暦に従っ

て暮らす以上、カレンダーは日本の

物を。1 つ賢くなりました。

　さて、先に書きましたように、私の

お部屋は決して広くありません。よ

くある感じのアパートです。3 階建

で、1 、2 階はそれぞれ５つの部屋が

ありますが、3 階は 1 つのお家です。

家主さんじゃないんだけど、家族が

お住まいの様子。駅に近く、道路にも

近いので、決して閑静ではありませ

んが、わたくし、根からの都会育ちな

ので、むしろ無音だとか、海の音だけ

が聞こえるだとかの方が落ち着かな

い。一番親しんでいるのは多分電車

の音です。そして、隣人の生活音とい

うのにもなかなか慣れております。

そこまで壁が薄いところに住んでき

たことはないですが、どうしても壁

一枚では聞こえる音もあります。壁

に向かってボールを投げつけている

としか思えない音に怒り狂って、お

返しに壁でハイキックの練習をして

いた受験生の頃もありました。もう

時効よね。ふふふ。で、こないだは、

そんな隣の生活音をテーマにした映

画『おと な り』を観てきました。ネ

タバレが嫌な方は、これから先は読

まないで下さいね。

　古いアパートの隣通しの部屋で生

活する 3 0 歳前後の男女が、顔も見た

こともないけれど、お互いの生活音

（鼻歌すら全部聞こえる、という設

定）を通じて近づき、それぞれの生活
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での挫折や事件を経て、意外な形で

出会う、というお話。邦画好きな友達

に連れて行っていただきました。い

やぁ、後味はスッキリで良かったで

す。あそこまで防音悪い家は無理だ

ろ、とか、そううまくはいかんだろ、

とか、そんなオシャレに独り暮らし

できへんわ、とかツッコミは入れた

くなりますが、まぁ映画ですからね

（というか最後の 1 つは人間の素質の

問題）。途中までは、わたくしも、あ

と８年、東京で独り暮らししていた

ら、うっかり隣に岡田准一氏演じる

ヒーロー（？）並のカッコいい方が越

してきて、自然、恋が芽生えたりする

のかしら、なんて妄想しながら観て

いたのですが、実は、麻生久美子氏演

じるヒロインと彼は中学校の同級生

で、うっかり同窓会で互いと気付か

ず会う、という展開に至った途端、夢

は潰えたのでした。だってわたくし

女子校出身・・・。ちなみに今現在、

下宿の両隣は空き家です。4 月に入居

した段階はどちらもいらしたのです

が、気付いたらこんなことに。まさか

わたくしが夜な夜な椎名林檎を口ず

さんでいたせいでしょうか。聞こえ

る音量ではなかったはずなんです

が・・・。というわけで、わたくしの

運命の出会いはまだまだ先のようで

す。ああ我が麗しの背の君は何処に

やありけむ。（棒読み）

　と、いうわけで、そろそろお外も明

るくなり、上の家の生活音が聞こえ

てきました。ハッキリ言って、休日の

朝早くから、走り回っているとしか

思えない足音がするのには当初は驚

きましたが、わたくしの睡眠への執

念はそんなものには負けないので大

丈夫です。そんなことより問題はま

た徹夜・・・。夜型生活は抜け切れま

せんが、日々の生活に支障を来たさ

ないように頑張ろうと思います。そ

れでは。

　　     　     　　　　（高橋　舞）
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つ と が わ

編集後記

　　　　　　　　　　　　　

　“ペースメーカーだけで生きている”と言われ
ている、富山県氷見市の老健施設に世話になって
いる父は、2 月にそのペースメーカーの手術をし
て元気にしています。訪ねていって、声をかける
と気が付きますが、食事以外ほぼすべての時間
ベッドで横になって、手足もほとんど動かすこと
のない父は、体全体が固まってしまっています。
7、8ヶ月前は、左手を動かしスプーンで自力で食
べていましたが、今はその左手も動かそうとしま
せん。
　宝塚の施設で世話になっていて、4 月に肺炎で
1ヶ月ほど病院で過ごした父は、その 1ヶ月間食
べるということをしませんでした。食べないで点
滴だけで横になっていた父が、施設に戻ってとり
あえず椅子に座った時、少しとまどっていました
が、出されたおやつを自力でスプーンで食べてい
ました。特養の施設で、食べる以外まったく自分
で何かをするということのない生活を、どこかで
引き受けて生きてきた父です。
　人として、その都度必要な助けが得られれば、
自分の世界を少しは守ったり広げたりできそうで
すが、氷見の父も、宝塚の父も、なかなかそうは
いきそうにありません。

• （Ｋ）

紫陽花の花が今、とてもきれいです。先日子ど
もたちと紫陽花の花で楽しみました。『まださい
てないけどなんかつぶつぶがいっぱいあるねん』
と、お家の人に説明した、そのつぶつぶとは額紫
陽花の花の部分でした。額紫陽花について調べて
みると・・・「本来の花は中心部で小さくめだた
ない。花びらに見えるものは萼（がく）である。」
なんだそうです。で、よくよくそのつぶつぶを見
てみるとそのつぶつぶも開いてるんです。あぁ～
これもほんとに花なんだ！と、改めてびっくりす
るとともに、何もみていなかった自分にも気付き
ました。何となく見ていることってたくさんあっ
て、そんな何となくを子どもたちに教えてもらい
ました。何となく、今までなんてつまらない見方
をしていたんだろう・・・。今年は紫陽花がこれ
まで以上にとても美しく感じます。
　　 　 　 　 　 　　　　　        （Ｉ）

読書、お菓子作り、ショッピングと多趣味な私
ですが、最近あることを新たに始めました。服作
りです。身体が小さく、既製品が合わずに苦労す
ることが多いので、作ってみることにしました。
まだまだ始めたばかりですが、いろいろ作ってみ

たいと思っています。まずはワンピース作りに
チャレンジ中！！です。　　  　     　　　　
　　　　　　        　　　　 　 　　　　（Ｙ）

今年もこの季節がやって来ました！先日子ど
も達と一緒に梅ジュースを作り、みんなで味わい
ました。後日お家でも作ったよ～という子どもが
何人かいてびっくり！とても嬉しかったです。梅
酒好きな私は今年も梅酒を作ろうかなぁと思って
います。梅酒につけられた梅も大好き☆去年作っ
た梅酒もまだあるのですが、今年は何に漬けよう
か～黒糖梅酒もいぃなぁなんて考えています☆
　 　 　 　 　 　 　　　　        　　　（Ｎ）

庭のアジサイがとてもきれい！実に各色華や
かに輝いています。梅雨の候、雨はうっとうしい
と思う季節でもありますが、この 6 月、花々は生
き生きと綺麗に咲いていて、もうすぐやってくる
わたしの誕生日を祝っているようです。相変わら
ずの「世界はわたしのために～」スタイルと思考
で、とうとう暦が還ってきました。きゃあーっ!
とはいえ、「雨ニモマケズ～」のように、東に

西にと忙しくしています。昨年 4 月半ばにやって
きた日産ノート、1 年で 2 万 1 千キロ。1 年で、で
す。東に病気の子どもの看病、西の母の仕事の肩
代わり、南のお見舞いと励まし、北の喧嘩と訴訟
への口出し、なあんて。実のところはお見舞いを
受け、仕事をいっぱい助けてもらい、いろいろ仲
裁に入っていただいて、「がんばって、がんばっ
て」と励ましを受けつつ、ここまで到達しまし
た。ほんとにありがとうございました。これから
もよろしくお願いします。で、一体どこに向けて
車を走らせてたの？
　　　 　 　 　 　 　 　 　 　　　         （Ｊ）


